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特別利益及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 平成 27年 3月期第 1四半期連結累計期間（平成 26年 4月 1日～平成 26年 6月 30日）におけ

る特別利益の発生と特別損失（当社と投資事業有限責任組合が締結した当社子会社に対する投資に

係る契約の解除のための違約金）の発生をお知らせいたします。 

 

記 

１ 特別利益の内容 

 平成 27年 3月期第 1四半期連結累計期間（平成 26年 4月 1日～平成 26年 6月 30日）にお

いて、新株予約権戻入益 18百万円、投資有価証券売却益 15百万円が発生いたしました。 

この新株予約権戻入益は、平成 22年 6月 26日定時株主総会特別決議に基づきストックオプシ

ョンとして当社の取締役及び監査役並びに従業員等に付与した新株予約権の行使期間が平成 26

年 6月 30日で満了したことによるものです。 

 

２ 特別損失の内容 

当社は平成 26年 4月 14日に JAPAN 3D DEVICES 株式会社（以下「J3DD」という。）を

100%子会社として設立し、平成 26 年 4 月 30 日に、J3DD に対して増資を行うとともに、同日

に当社と投資事業有限責任組合との間で、J3DDが行う事業に対する投資に係る基本合意書を締

結いたしました。その後、当社と投資事業有限責任組合との間で、本件投資についての諸条件の

調整を進めておりましたが、基本合意書に基づく株主間契約書の締結には至りませんでした。 

本日、当社都合により当該基本合意書を解除するため、違約金 7,550万円を支払うことといた

しました。そのため、金 75百万円が、平成 27年 3 月期第 1四半期連結累計期間（平成 26年 4

月 1日～平成 26年 6月 30日）における解約違約金として特別損失に計上されます。 

 

３ 今後の見通し 

上記の特別利益及び特別損失が、平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計及び平成 27 年 3 月期通期

の業績に与える影響につきましては、現在精査中でありますので、確定次第必要に応じて開示い

たます。 

以上 


